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   落合東小学区 幼小連携の取組 

 平成２７年１０月号のミニレターでは，特別支援教育をすすめる上で大切なこととして， 

 ①本人・保護者のニーズを聞く ②実現可能な支援の工夫 ③自立につながる支援 の３点をお伝えしています。  
 LD（学習障害）とは，基本的には全般的な知的発達に遅れはないが，聞く，話す，読む，書く，計算する又は推論す
る能力のうち特定のものの習得と使用に著しい困難を示す様々な状態を指すものです。（文部科学省の定義より） 
 子どもの理解研修Ⅰ（LDの理解と対応）では，ご自身に「読み書きが苦手」という困難さがある南雲明彦氏を講師に
お迎えし，体験をお話しいただくことで，LDへの理解を深め，具体的な対応策について学びました。 

 講師の体験を通して，LDの状況は一人一人違うもので，子どもの心や状況に寄り添い，実態やニーズを把握した上で
の対応や，障害や診断名で「できない」と決めつけず，活躍の場を作り，成長を期待することの大切さについて教えて
いただきました。 

学 校 紹 介 

ミニレター 

広島市教育センター  

月号 11 
◆１ページ  

・研修紹介 

「子どもの理解研修Ⅰ（LD 

 の理解と対応）」 

・学校紹介 

 (落合東幼稚園) 

 （落合東小学校） 

◆２ページ 
・授業づくりシリーズ 
 学ぶ意欲が高まる授業 
 を目指して 
 （小・中学校国語科編）   「子どもの理解研修Ⅰ（LDの理解と対応）」より 

  L D の 理 解 と 対 応  

 小学校に入学した子どもが自己を発揮し，主体的に学ぶには，幼・小の接続を滑らかにすることが重要です。 
 落合東幼稚園と落合東小学校では，幼・小の滑らかな接続をめざし，以下の３つを柱とした取組を行っています。 
  ①ペアやグループによるかかわりの継続性を意識して「子どもをつなぐ」 
  ②計画的に研修会・協議会を開催して「組織をつなぐ」 
  ③交流や学びの場の拡充を図り，年間を通じた「カリキュラム・事例でつなぐ」 
 その中から，平成２７年度の年長幼児と第１学年児童による③の取組を紹介します。 
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落合東幼稚園 
落合東小学校 

研 修 紹 

《講師の体験より》 

 教科書を読む時，文字が揺れて見え，立って読むとどこを読んでいるのか分かりませんでした。

座って読むと，揺れにくく，また定規を当てて辿って読むとどこを読んでいるのかが分かりやすくな

りました。当時，自分がLDだということは分かりませんでしたが，担任の先生は，僕に対して，「ど

うしてほしい？」と聞いてくれました。そして，できないから「やらなくていい」ではなく，やりや

すいように配慮してくれました。また，読み書きができないから，他のことも「できないだろう」と

決めつけず，学級代表などの役割を与えてくれ，僕に期待してくれたことが心に残っています。 
(※この「メイリオ」という書体は，講師の南雲氏が最も読みやすい書体です。人によって読みやすい書体は異なります。） 

南雲氏の見え方のイメージ 

明蓬館高等学校 

共育コーディネーター  南雲 明彦 氏 
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・幼稚園と小学校の学びにつながりをもたせることで  

 無理なく交流でき，主体的な姿につながった。 

・１年生の姿に影響を受けて，集団での約束やルール  

 など，自分で考えて行動することが増えてきた。 

・交流に連続性をもたせることで,子どもの意欲が高まり, 

 夢中になって取り組むことができた。 

・幼児のために考えた遊びを楽しんでもらえ,相手を意識 

 して考えることの大切さをより理解することができた。 

介 

こうするのが

コツだよ。 

こんなの 

あったよ。 
それ使えそう

だね。 

年長：主に環境 

１年：生活科 

年長：主に表現 

１年：図画工作科 

年長：主に人間関係 

１年：生活科 

 自然物を採集する中で，１年生を頼り

にしたり，幼児をいたわったりするかか

わりが見られました。 

 「秋みつけ」と同じメンバーで作品を

作ることで,１年生から学んだり,幼児に教

えたりする等かかわりが深まりました。 

 継続的な取組により,幼児は１年生から

多くのことを学び,児童は自然に幼児を楽

しませるような活動を行っていました。 

1年生を見習っ

て，きちんと順

番を待てるよ。 

間を空けたら

きれいだね。 

そう。上手に

できてるよ。 



         学ぶ意欲が高まる授業を目指して  

 

 子どもたちの「学ぶ意欲」を高めるためには，学習過程の中の「導入場面」「課題認識場面」「課題解決場

面」「振り返り場面」の中で，例えば「試行錯誤する活動」や「対話する活動」など，子どもが主体的になれる

活動を仕組むことが重要です。 

 今回は,国語科において児童･生徒が主体的に｢試行錯誤する活動｣を行った小学校･中学校の実践を紹介します。 

～子どもの心に 

 火をつける ～ 

 多様な考えを引き出す学習課題との出会わせ方 課題認識場面の工夫
中学校 
国語科編 

 中学校第３学年「話すこと・聞くこと」の単元において，教科書では社

会生活の中から話題を選び「相手や目的に応じたスピーチをしよう」とい

う学習課題が示してあります。本単元では，課題認識場面で３つの工夫

（①相手や目的の明確化 ②学習課題への条件の設定 ③効果的な資料の提示)を行いました。その結果，生徒一人一

人の多様な考えを引き出し，主体的に試行錯誤させることができました。 

中学校第３学年「社会との関わりを伝えよう」 

＜三入中学校 中谷 麻美 教諭の実践＞ 

今年， 

自分に影響を与えた

ニュース 

ベスト５を選んで 

スピーチしよう 

①相手や 
  目的の 
  明確化 

授業の様子 
②学習課題への 

条件の設定 
③効果的な資料の提示 
【２０１６年のニュース一覧】 

 【相手】 

校長先生  

及び５年後

の自分達 
 
 

【目的】 

成人式の際

に，録画を

みんなで視

聴する 

他の人はどんなニュース
を選んでいるんだろう。
聞いてみたいなぁ。 

「自分への影響」で考え
ると，やっぱりサッカー
のことかな。 

【理由のカテゴリー】 
➊自分の体験➋他の人の体験 
➌現在の事実➍過去の事実 
➎本やインターネットなどの 
 二次資料 

生徒が考えたい学習問題 

課題解決場面の工夫  考えの質を高める視点の提示 小学校 
国語科編 

 小学校国語科において,理由を挙げて自分の意見(主張)を発言するよう

に指導すると,｢主張と理由がつながっていない発言になる｣｢理由を複数

挙げているのに内容が重複している｣ということはないでしょうか。 

 本実践は「書くこと」の単元において，主張につながる理由を考える際，視点（理由のカテゴリー）を示す

という工夫を行いました。その結果，児童は主体的に試行錯誤し，理由の内容を吟味するようになりました。 

 小学校第５学年 

「資料を生かして考えたことを書こう」 

＜宇品東小学校 田村 央子 教諭の実践＞ 

給食の 

メニュー

をリクエ

ストする

ために, 

主張（ﾒ
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の理由を
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企画書を 

作ろう 

学習課題 情報収集１ 視点による分類 情報収集２ 

 
 
 
 

主
張
（
メ
ニ
ュ
ー
）
を
決
め
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理由の量を増やす  理由のカテゴリーを示し，    
    理由を分類する  

 理由の質を向上させ 
 るため，情報収集や 
 理由の吟味を行う 

理由を４つも書けた
ぞ。 

似た内容の理由を書いてい
たみたい。結局，理由は２
つしかなかったんだ。 

これなら言いたいこと
と理由が，つながりそ
うだ。 

違う内容の理由が増え
てきたぞ。 

これだけ理由があれ
ば，説得力がありそう
だ。 
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多様な考えを引

き出す条件 

試行錯誤をさせ

る条件 


